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試
合
は
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規

定
と
全
日
本
選
手
権
大
会
申
し
合
わ
せ
事

項
に
よ
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ

た
。
試
合
時
間
は
４
分
と
し
、
時
間
内
に

決
ま
ら
な
い
場
合
は
時
間
無
制
限
の
延
長

に
入
り
、
ど
ち
ら
か
に
ポ
イ
ン
ト
が
入
っ

た
時
点
で
勝
敗
を
決
し
た
。

■
２
回
戦
①

　

王
子
谷
と
令
和
５
年
の
選
抜
柔
道
体
重

別
選
手
権
100
㌔
級
で
準
優
勝
し
た
グ
リ
ー

ン
カ
ラ
ニ
海か
い

斗と

（
日
本
体
育
大
４
年
）
が

対
戦
。
王
子
谷
が
大
外
刈
と
内
股
の
合
わ

せ
技
一
本
で
勝
利
し
た
。

■
２
回
戦
②

　

昨
年
の
選
手
権
３
位
の
小お

川が
わ

雄ゆ
う

勢せ
い

（
パ

ー
ク
24
）と
七し
ち

戸の
へ

龍り
ゅ
う（

九
州
電
力
）戦
は
、

七
戸
が
指
導
３
を
受
け
て
反
則
負
け
と
な

り
、
小
川
が
勝
ち
進
ん
だ
。

■
３
回
戦

　
本
年
の
選
抜
柔
道
90
㌔
級
で
優
勝
の
田た

嶋じ
ま

剛ご
う

希き

（
パ
ー
ク
24
）
は
東
海
大
１
年
の

新あ
ら

井い

道ど
う

大た

と
対
決
し
、
新
井
が
果
敢
に
攻

め
る
も
、
残
り
１
分
で
田
嶋
が
大
内
刈
か

ら
横
四
方
固
の
合
わ
せ
技
を
決
め
て
、
駒

を
進
め
た
。

【３回戦】大内刈を放つ田嶋（右）【３回戦】大内刈を放つ田嶋（右）

【２回戦①】グリーンカラニ（左）対王子谷【２回戦①】グリーンカラニ（左）対王子谷

【２回戦②】内股を繰り出す小川（左）【２回戦②】内股を繰り出す小川（左）

　

開
会
式
で
は
、
令
和
４
年
の
世
界
選
手

権
メ
ダ
リ
ス
ト
の
指
導
者
が
優
秀
指
導
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
男

子
100
㌔
超
級
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
斉さ
い

藤と
う

立た
つ
る（
国
士
舘
大
４
年
）
の
指
導
者
と
し

て
、
実
父
の
故
・
斉
藤
仁
氏
も
表
彰
さ
れ

た
。
代
理
出
席
し
た
三
恵
子
夫
人
は
仁
氏

の
遺
影
を
抱
え
て
壇
上
へ
。
山
下
泰
裕
全

日
本
柔
道
連
盟
会
長
か
ら
表
彰
状
と
楯
を

受
け
取
っ
た
。

斉藤仁氏のかつてのライバル山下会長から楯を受け取る三恵子夫人

◉
故
・
斉
藤
仁
氏
が

　
優
秀
指
導
者
賞
を
受
賞

　

２
・
３
回
戦

　

２
・
３
回
戦  

注
目
試
合

注
目
試
合

　

日
本
武
道
館
で
柔
道
の
日
本
一
を
決
め
る
令
和
５
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
「
昭
和
の
日
」
の
４
月
29
日
に
、
全
国

10
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
40
名
が
出
場
し
て
行
わ
れ
た
。
決
勝
は
、王お
う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し
（
旭

化
成
）
と
羽は

賀が

龍り
ゅ

之う
の

介す
け

（
旭
化
成
）
が
対
戦
し
、
羽
賀
の
反
則
負
け
で
王
子
谷
が
６

年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。優
勝
４
回
は
山
下
泰
裕
、小
川
直
也
に
次
ぎ
、

鈴
木
桂
治
に
並
ぶ
歴
代
３
位
タ
イ
の
記
録
。
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田
嶋
剛
希　
○
反
則
負
け　
原
沢
久
喜

　

前
半
、身
長
で
21
㌢
高
い
原は
ら

沢さ
わ

久ひ
さ

喜よ
し（

長

府
工
産
）
が
奥
襟
を
摑つ
か

み
田
嶋
の
動
き
を

封
じ
て
主
導
権
を
握
る
。
し
か
し
延
長
戦

に
入
る
と
、
田
嶋
は
が
っ
ぷ
り
と
組
ん
で

袖
釣
込
腰
、
大
内
刈
な
ど
で
積
極
的
に
攻

め
る
。
最
後
は
原
沢
が
指
導
３
を
受
け
て

反
則
負
け
。
田
嶋
が
体
格
差
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ね
の
け
て
８
分
に
及
ぶ
試

合
を
制
し
た
。

王
子
谷
剛
志　

大
外
落　
髙
橋　
翼

　

髙た
か

橋は
し

翼つ
ば
さ（
国
士
舘
大
４
年
）
は
昨
年
10

月
の
講
道
館
杯
100
㌔
超
級
で
優
勝
し
て
い

る
。
ケ
ン
カ
四
つ
で
対た
い

峙じ

す
る
両
者
。
共

に
指
導
２
を
受
け
て
延
長
に
突
入
。
そ
の

２
分
過
、
王
子
谷
が
意
を
決
し
て
大
外
落

を
繰
り
出
し
有
効
を
奪
取
。
王
子
谷
が
２

年
ぶ
り
に
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

羽
賀
龍
之
介　
○
反
則
負
け　
小
川
雄
勢

　

令
和
２
年
の
覇
者
の
羽
賀
と
初
優
勝
を

狙
う
小
川
。
３
回
戦
で
左
手
を
負
傷
し
た

小
川
は
思
う
よ
う
に
釣
り
手
に
力
が
入
ら

ず
、
羽
賀
が
上う

手ま

く
い
な
し
て
試
合
を
優

小川（右）は組手争いで力負けする小川（右）は組手争いで力負けする

体格差をものともせずに果敢に攻める田嶋（左）

　

準
々
決
勝

　

準
々
決
勝

王子谷（上）が大外落で有効を奪う王子谷（上）が大外落で有効を奪う

位
に
進
め
る
。
小
川
が
指
導
を
３
回
を
受

け
て
反
則
負
け
と
な
り
、
羽
賀
が
勝
利
し

た
。

太
田
彪
雅　
○
反
則
負
け　
一
色
勇
輝

　

太お
お

田た

彪ひ
ょ

雅う
が（
旭
化
成
）と
一い
っ

色し
き

勇ゆ
う

輝き
（
日

本
中
央
競
馬
会
）
戦
は
、
一
色
の
指
導
３

に
よ
る
反
則
負
け
で
太
田
が
勝
ち
進
ん

だ
。
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王
子
谷
剛
志　

大
内
返　
田
嶋
剛
希

　

体
重
90
㌔
の
田
嶋
に
対
し
て
、
55
㌔
も

体
重
が
上
回
る
王
子
谷
。
し
か
し
、
田
嶋

は
小
兵
な
が
ら
も
原
沢
戦
に
続
き
積
極
的

に
攻
め
に
出
て
健
闘
す
る
も
の
の
、
終
了

間
際
に
田
嶋
が
や
や
強
引
に
仕
掛
け
た
大

内
刈
を
王
子
谷
は
見
逃
さ
ず
、
す
ぐ
に
体

を
浴
び
せ
て
勝
利
を
収
め
た
。
王
子
谷
は

５
年
ぶ
り
に
決
勝
に
進
出
し
た
。

【準決勝①】田嶋（左）の大内刈を返す王子谷【準決勝①】田嶋（左）の大内刈を返す王子谷

【準決勝②】攻める羽賀（上）【準決勝②】攻める羽賀（上）

　

ケ
ン
カ
四
つ
の
組
手
争
い
は
互
角
の
展

開
を
見
せ
る
が
、
共
に
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え

な
い
。
延
長
３
分
過
ぎ
に
羽
賀
の
内
股
を

躱か
わ

し
た
太
田
が
関
節
技
を
決
め
た
。
こ
れ

が
両
者
立
ち
姿
勢
で
の
関
節
技
と
み
な
さ

れ
、
太
田
が
指
導
を
３
回
受
け
て
反
則
負

け
。
３
回
目
の
選
手
権
は
、
羽
賀
に
軍
配

が
上
が
っ
た
。

羽
賀
龍
之
介　
○
反
則
負
け　
太
田
彪
雅

　

両
者
は
講
道
館
で
行
わ
れ
た
令
和
２
年

と
３
年
の
選
手
権
決
勝
で
対
決
し
て
お

り
、
２
年
は
羽
賀
、
３
年
は
太
田
が
勝
利

し
て
い
る
。
日
本
武
道
館
で
の
対
戦
は
初

と
な
る
。

　

準
決
勝
①

　

準
決
勝
①

　

準
決
勝
②

　

準
決
勝
②



1581582023．6　月刊「武道」2023．6　月刊「武道」

　

決　

勝

　

決　

勝

組手不十分でも技を出し続ける王子谷（右）組手不十分でも技を出し続ける王子谷（右）

心技体 人を育てる総合誌

王
子
谷
剛
志 

○
反
則
負
け 

羽
賀
龍
之
介

　

高
校
時
代
か
ら
の
同
門
で
王
子
谷
が
一

つ
下
と
な
る
先
輩
後
輩
の
両
者
。

　

試
合
は
ケ
ン
カ
四
つ
で
組
み
合
い
、
圧

力
を
か
け
て
前
に
出
る
王
子
谷
。
両
者
は

機
を
窺う
か
がう
も
の
の
、
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
ず

互
い
に
指
導
を
２
回
受
け
て
延
長
戦
に
入

る
。
羽
賀
が
内
股
に
出
る
と
、
負
け
じ
と

王
子
谷
は
左
の
一
本
背
負
投
を
繰
り
出
し

た
。
不
十
分
で
も
技
を
出
し
続
け
る
王
子

谷
。
９
分
近
く
に
お
よ
ぶ
白
熱
し
た
試
合

の
最
後
は
羽
賀
が
３
回
目
の
指
導
を
受
け

て
反
則
負
け
。
王
子
谷
が
混
戦
を
制
し

た
。
６
年
ぶ
り
に
選
手
権
者
に
返
り
咲
い

た
王
子
谷
の
目
に
は
涙
が
光
っ
て
い
た
。

　

王
子
谷
は
、
山
下
泰
裕
の
９
回
、
小
川

直
也
の
７
回
に
次
ぐ
、
鈴
木
桂
治
と
並
ぶ

４
回
目
の
優
勝
。
優
勝
回
数
で
史
上
３
位

タ
イ
の
記
録
を
打
ち
立
て
た
。

ニュース　全日本柔道選手権大会
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地
で
す
が
文
句
一
つ
言
わ
ず
に
つ
い
て
来

て
く
れ
て
、
毎
日
僕
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。
妻
と
２
人
で
や
り
切
り
ま
し

た
」

―
―
羽
賀
選
手
と
の
決
勝
と
な
り
、
試
合

後
は
が
っ
ち
り
と
抱
き
合
い
ま
し
た
。

「
羽
賀
先
輩
は
、
ず
っ
と
僕
の
柔
道
人
生

の
道
し
る
べ
に
な
っ
て
く
れ
て
い
て
、
憧

れ
の
先
輩
で
す
。
準
決
勝
で
太
田
選
手
と

あ
れ
だ
け
の
試
合
を
し
な
が
ら
疲
れ
を
感

じ
さ
せ
な
い
戦
い
ぶ
り
に
改
め
て
凄す
ご

さ
を

感
じ
ま
し
た
。
私
も
出
し
惜
し
み
は
な
し

だ
と
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
出
し

切
り
ま
し
た
」

―
―
接
戦
を
も
の
に
で
き
た
理
由
は
な
ん

で
す
か
。

「
自
分
は
左
組
が
苦
手
で
し
た
。
苦
手
で

も
自
分
が
ど
う
仕
掛
け
て
い
く
の
か
を
考

え
て
練
習
し
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

―
―
今
後
の
目
指
す
柔
道
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

「
僕
に
と
っ
て
全
日
本
が
全
て
で
す
。
こ

の
優
勝
で
自
信
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
来

年
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
」

　

◎
注
目
選
手
の
コ
メ
ン
ト

▽
グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗（
日
本
体
育
大
）

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
戦
お
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
悔
し
い
で
す
」

▽
七
戸
龍
（
九
州
電
力
）

「
上
手
く
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
個

人
戦
で
は
今
回
の
全
日
本
選
手
権
を
最
後

の
試
合
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
選
手
権
は
無
観
客
で
講

道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
線
か
ら
退

く
の
で
あ
れ
ば
無
観
客
で
な
く
、
応
援
し

て
も
ら
っ
て
い
る
人
の
前
で
、
日
本
武
道

館
で
行
わ
れ
る
全
日
本
の
舞
台
で
締
め
く

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
後
進
を
育
て
て
楽
し
み
な
が
ら
柔

道
を
や
っ
て
い
き
ま
す
」

▽
新
井
道
大
（
東
海
大
）

「
全
日
本
は
小
学
生
の
時
か
ら
の
憧
れ
の

大
会
で
す
の
で
、
出
場
し
て
い
る
の
が
不

思
議
な
感
じ
で
し
た
。
も
の
凄
く
緊
張
し

ま
し
た
け
ど
全
部
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

い
つ
か
優
勝
し
て
み
せ
ま
す
！　

い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
」

「
奇
跡
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た

（
笑
）。
周
り
も
王
子
谷
が
負
け
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
自

分
を
信
じ
て
戦
い
切
れ
た
の
で
、
困
難
な

状
況
で
も
自
分
ら
し
さ
を
出
し
て
戦
え
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
」

―
―
全
日
本
選
手
権
は
王
子
谷
選
手
に
と

っ
て
ど
ん
な
大
会
で
す
か
。

「
今
回
で
11
回
目
の
出
場
で
す
が
、
こ
こ

に
来
る
ま
で
に
地
区
予
選
も
戦
っ
て
い
ま

す
し
、僕
に
と
っ
て
は
特
別
な
舞
台
で
す
」

―
―
６
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
と
な
り
ま

王子谷剛志王子谷剛志
（おうじたに・たけし）（おうじたに・たけし）

1992 年 6 月 9 日生、大1992 年 6 月 9 日生、大
阪府泉佐野市出身。阪府泉佐野市出身。
東海大相模中学、同高等東海大相模中学、同高等
学校、東海大学を経て、学校、東海大学を経て、
2014年、旭化成に入社。2014年、旭化成に入社。
14年、16年、17年に全14年、16年、17年に全
日本柔道選手権大会優勝日本柔道選手権大会優勝

◉
優
勝
＝
王
子
谷
剛
志　

六
段
（
大
阪
・
旭
化
成
）

し
た
。

「
率
直
に
言
い
ま
す
と
、
僕
自
身
は
終
わ

0

0

っ
た
選
手

0

0

0

0

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け

ど
ど
う
に
か
し
て
輝
き
を
取
り
戻
し
た
い

と
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
て
も
ら
い
、
自

分
を
も
う
一
度
持
ち
上
げ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
自
分
一
人
で
は
と
て
も
優
勝
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
」

―
―
生
活
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

「
稽
古
の
た
め
、
生
活
の
拠
点
を
宮
崎
県

の
延
岡
に
移
し
ま
し
た
。
結
婚
し
た
ば
か

り
の
妻
に
と
っ
て
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

終
わ
っ
た
選
手

終
わ
っ
た
選
手

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
涙
の
返
り
咲
き

か
ら
涙
の
返
り
咲
き

執
念
で
勝
ち
取
っ
た
４
度
目
の
栄
冠

執
念
で
勝
ち
取
っ
た
４
度
目
の
栄
冠

＜優勝者インタビュー＞＜優勝者インタビュー＞
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◎
入
賞
者
コ
メ
ン
ト
（
抜
粋
）

○
準
優
勝
＝
羽
賀
龍
之
介
（
旭
化
成
）

た
。
上
手
さ
に
や
ら
れ
ま
し
た
」

▽
第
３
位
＝
田
嶋
剛
希
（
パ
ー
ク
24
）

「
勝
負
に
行
っ
て
返
さ
れ
た
と
は
い
え
、

最
後
は
強
引
に
行
き
過
ぎ
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
舞
台
に
出
場
で
き

ま
し
た
。
武
道
館
で
の
他
の
大
会
と
違
っ

て
試
合
場
が
一
つ
し
か
な
い
の
で
さ
ら
に

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
ね
。
勝
ち

負
け
よ
り
は
今
の
子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
て

く
れ
る
よ
う
な
柔
道
を
や
り
た
い
で
す
」

▽
第
５
位
＝
原
沢
久
喜
（
長
府
工
産
）

「
相
手
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
力
が
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
」

▽
第
５
位
＝
髙
橋
翼
（
国
士
舘
大
）

「
王
子
谷
選
手
は
力
が
強
く
、
技
の
掛
け

方
も
上
手
か
っ
た
で
す
。
そ
う
い
う
所
を

ど
ん
ど
ん
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

▽
第
５
位
＝
小
川
雄
勢
（
パ
ー
ク
24
）

「
全
日
本
の
タ
イ
ト
ル
を
取
り
た
か
っ
た

で
す
。
け
が
の
た
め
左
腕
を
上
手
く
動
か

す
こ
と
が
で
き
ず
自
分
の
組
手
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
」

「
日
本
武
道
館
で

日
本
一
を
決
め
る

全
日
本
選
手
権
は

柔
道
家
に
と
っ
て

憧
れ
の
舞
台
で

す
。
出
場
で
き
る
こ
と
は
柔
道
家
と
し
て

誇
り
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
は
優

勝
を
目
指
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
が
残
る
の
で
、

悔
し
い
気
持
ち
が
強
い
で
す
。
彼
（
王
子

谷
選
手
）
と
は
高
校
以
来
、
ず
っ
と
一
緒

に
や
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
立
ち
位
置
や
思

い
は
近
く
で
見
て
い
ま
し
た
し
、
組
ん
で

い
て
『
ど
ん
な
手
で
も
勝
ち
た
い
』
と
い

う
彼
の
気
迫
も
感
じ
ま
し
た
。
自
分
は
も

う
一
つ
ギ
ア
を
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
が
今
日
の
敗
因
で
す
。

改
め
て
彼
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
た
い
で
す
」

▽
第
３
位
＝
太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）

「
優
勝
だ
け
を
目
指
し
て
来
ま
し
た
の

で
、悔
し
い
で
す
。
龍
先
輩（
羽
賀
選
手
）

が
強
い
の
は
知
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
ま

で
の
全
日
本
で
は
決
勝
で
１
勝
１
敗
で
し

ニュース　全日本柔道選手権大会
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優勝

前
田
　
宗
哉 

四
段 

（
関
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

４

一
色
　
勇
輝 

三
段 

（
東
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

４

美
濃
　
大
将 

四
段 

（
中
国
・
鳥
取
刑
務
所
） 

初

笹
谷
　
　
健 

三
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

初

岩
﨑
　
恒
紀 

三
段 

（
四
国
・
香
川
県
警
） 

２

石
山
　
潤
平 

三
段 

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
） 

２

瀧
田
真
太
郎 

四
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
） 

３

奥
野
　
拓
未 

四
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
） 

初

田
中
　
航
太 

三
段 

（
関
東
・
筑
波
大
３
年
） 

初

太
田
　
彪
雅 

四
段 

（
東
京
・
旭
化
成
） 

６

藤
本
　
智
朗 

三
段 

（
東
北
・
弘
前
大
６
年
） 

２

上
林
山
裕
馬 

四
段 

（
九
州
・
福
岡
県
警
） 

３

安
田
　
夢
飛 

三
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
） 

初

羽
賀
龍
之
介 

五
段 

（
東
京
・
旭
化
成
） 

６

上
野
　
翔
平 

三
段 

（
北
信
越
・
石
川
県
警
） 

初

千
野
根
有
我 

四
段 

（
関
東
・
旭
化
成
） 

３

酒
井
　
晃
輝 

三
段 

（
近
畿
・
天
理
大
４
年
） 

初

近
藤
　
弘
孝 

四
段 

（
東
海
・
愛
知
県
警
） 

２

七
戸
　
　
龍 

五
段 

（
九
州
・
九
州
電
力
） 

12

小
川
　
雄
勢 

三
段 

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
） 

６

廣
海
　
隼
人 

三
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
） 

初

松
村
　
颯
祐 

三
段 

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
） 

４

高
木
　
育
純 

三
段 

（
四
国
・
香
川
県
警
） 

４

王
子
谷
剛
志 

六
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

11

グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗 

三
段 

（
東
京
・
日
本
体
育
大
４
年
） 

初

熊
代
　
佑
輔 

六
段 

（
関
東
・
国
際
武
道
大
教
） 

８

尾
原
　
琢
仁 

四
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

６

西
尾
　
　
徹 

四
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
） 

３

米
山
　
竜
生 

三
段 

（
東
海
・
静
岡
県
警
） 

初

髙
橋
　
　
翼 

四
段 

（
東
京
・
国
士
舘
大
４
年
） 

２

中
野
　
寛
太 

三
段 

（
近
畿
・
旭
化
成
） 

５

佐
藤
　
　
光 

四
段 

（
東
北
・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
） 

初

新
井
　
道
大 

三
段 

（
関
東
・
東
海
大
１
年
） 

初

田
嶋
　
剛
希 

三
段 

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

星
野
　
太
駆 

三
段 

（
北
信
越
・
新
潟
県
警
） 

初

安
達
　
健
太 

三
段 

（
近
畿
・
作
陽
高
校
教
） 

初

岩
尾
　
敬
太 

五
段 

（
関
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

初

川
田
　
修
平 

三
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

３

小
原
　
拳
哉 

四
段 

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
） 

３

原
沢
　
久
喜 

五
段 

（
中
国
・
長
府
工
産
） 

９

王子谷剛志

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック Ｄブロック

令和５年　全日本柔道選手権大会

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

=一本、　=技有、　=有効

　大
内
返

　内
股
巻
込

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け○

反
則
負
け

○
内
股

○
内
股

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け○

大
内
刈
＋
横
四
方
固

○
上
四
方
固

○
大
外
刈
＋
内
股

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

　大
内
刈

　隅
落

○
大
外
刈

○
背
負
投

○
大
内
刈

○
反
則
負
け

○
外
巻
込 ○

反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
崩
袈
裟
固

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
払
巻
込

○
反
則
負
け

○
不
戦
勝
ち

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け　払

腰

○
足
車

　大
外
落

　内
股

　小
外
刈

　大
内
刈

　大
外
落

　釣
込
腰

会場の日本武道館には多くの観客が詰めかけた会場の日本武道館には多くの観客が詰めかけた決勝戦の直前に披露された「五の形」の演武決勝戦の直前に披露された「五の形」の演武
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

　

第
38
回
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連

盟
）
が
４
月
23
日
、
横
浜
市
の
横
浜
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
体
重
無
差
別
で
行
わ
れ
、

推
薦
選
手
２
名
と
全
国
10
地
区
の
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
34
名
の
計
36
名
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
女
子
柔
道
日

本
一
を
目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

２
連
覇
を
目
指
し
て
い
た
冨と
み

田た

若わ
か

春ば

（
推
薦
・
コ
マ
ツ
）
が
け
が
の
た
め
欠

場
し
た
ほ
か
、
本
大
会
で
入
賞
経
験
の

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
勢
も
序
盤
で
敗
退
す
る

な
ど
、大
会
は
混
戦
の
様
相
を
呈
し
た
。

　

決
勝
は
と
も
に
初
優
勝
を
狙
う
梅う
め

木き

真ま

美み

（
東
京
・
A
L
S
O
K
）
と
児こ

玉だ
ま

ひ
か
る
（
東
京
・
S
B
C
湘
南
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
対
戦
。
前
半
戦
、
児

玉
が
大
内
刈
で
有
効
を
奪
い
優
位
に
立

っ
た
が
、
後
半
に
梅
木
が
渾
身
の
横
四

方
固
で
一
本
も
ぎ
取
り
逆
転
優
勝
、
初

の
栄
冠
に
輝
い
た
。

皇后盃を手にする梅木選手皇后盃を手にする梅木選手

梅
木
真
美
が
初
の
皇
后
盃

梅
木
真
美
が
初
の
皇
后
盃

第第
3838
回
　
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

回
　
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

　

試
合
は
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規

程
と
全
日
本
選
手
権
大
会
申
し
合
わ
せ
事

項
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は

４
分
で
、
時
間
内
に
決
し
な
い
場
合
は
時

間
無
制
限
の
延
長
に
入
り
、
ど
ち
ら
か
に
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準
々
決
勝
❶

池
田　

紅　

○
反
則
負
け　

米
川
明
穂

　

米よ
ね

川か
わ

明あ
き

穂ほ

（
関
東
・
筑
波
大
）
が
左
組
、

池い
け

田だ
く

紅れ
な

（
東
京
・
東
海
大
）
が
右
組
の
ケ

ン
カ
四
つ
。
互
い
に
引
き
手
が
取
れ
ず
、

故
意
に
組
ま
な
い
と
し
て
指
導
２
ま
で
累

積
し
本
戦
が
終
了
。
ペ
ー
ス
を
乱
さ
ず
戦

う
池
田
に
、
米
川
は
攻
め
き
れ
ず
、
徐
々

に
体
力
を
削そ

が
れ
て
い
く
。
延
長
８
分
56

秒
、
消
極
的
な
防
御
姿
勢
と
し
て
米
川
に

指
導
３
が
与
え
ら
れ
た
。
約
13
分
に
わ
た

る
熱
戦
は
池
田
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

梅
木
真
美　

○
崩
上
四
方
固　

宇
野
友
紀
子

　

自
身
よ
り
重
量
級
の
選
手
を
俊
敏
な
動

き
で
か
き
回
し
、
制
し
て
き
た
宇う

野の

友ゆ

紀き

子こ

（
東
京
・
J
R
東
日
本
）。
梅
木
相
手

で
も
臆
す
る
こ
と
な
く
前
へ
攻
め
入
る
。

対
す
る
梅
木
は
焦
ら
ず
し
っ
か
り
と
摑つ
か

み
、
上
か
ら
押
さ
え
る
。
試
合
時
間
残
り

27
秒
、
宇
野
が
左
の
一
本
背
負
い
を
放
つ

も
、
不
十
分
と
な
る
。
そ
の
隙
に
梅
木
は

崩
上
四
方
固
で
押
さ
え
込
み
に
入
り
一
本

勝
ち
。
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

池田（右）が 13分の長丁場を制す池田（右）が 13分の長丁場を制す

泉　

真
生　

○
合
わ
せ
技　

杉
村
美
寿
希

　

昨
年
度
の
全
日
本
学
生
体
重
別
選
手
権

で
、
１
年
生
に
し
て
78
㌔
級
を
制
覇
し
た

初
出
場
の
杉す
ぎ

村む
ら

美み

寿ず

希き

（
東
京
・
東
海
大
）

が
本
大
会
７
回
目
出
場
の
ベ
テ
ラ
ン
泉
い
ず
み

真ま

生お

（
東
京
・
コ
マ
ツ
）
に
挑
む
。
試
合
中

盤
、
泉
が
小
外
掛
を
放
ち
、
そ
の
ま
ま
隅

落
へ
移
り
、
技
あ
り
と
な
る
。
そ
の
後
、

杉
村
は
積
極
的
に
釣
り
手
争
い
を
仕
掛
け

る
。
強
引
に
大
内
刈
を
放
つ
杉
村
が
崩
れ

た
と
こ
ろ
を
逃
さ
ず
、
泉
の
縦
四
方
固
で

再
び
技
あ
り
。
合
わ
せ
技
一
本
勝
ち
で
準

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

抑え込む梅木（上）抑え込む梅木（上）

隅落で技ありを奪う泉（上）隅落で技ありを奪う泉（上）

児
玉
ひ
か
る　

○
反
則
負
け　

瀨
川
麻
優

　

互
い
に
左
組
の
相
四
つ
。
序
盤
は
互
い

に
様
子
を
見
る
展
開
で
、
両
者
に
指
導

１
が
与
え
ら
れ
た
。
瀨せ

川が
わ

麻ま

優や

（
東
京
・

A
L
S
O
K
）
が
釣
り
手
を
巧
み
に
攻
め

崩
し
、
対
す
る
児
玉
は
わ
ず
か
な
隙
を
突

い
て
大
内
刈
で
反
撃
す
る
。
後
半
戦
、
互

い
の
手
が
止
ま
り
、
消
極
的
な
防
御
姿
勢

と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
累
積
指
導
が
２

と
な
る
。
延
長
戦
に
な
る
と
、
児
玉
が
積

極
的
に
瀨
川
を
引
き
込
み
、
技
を
仕
掛
け

る
。
延
長
３
分
35
秒
、
瀨
川
に
三
つ
目
の

指
導
が
入
り
、
児
玉
が
準
決
勝
の
切
符
を

手
に
し
た
。

児玉（左）が攻撃を仕掛ける児玉（左）が攻撃を仕掛ける

準
々
決
勝
❷

準
々
決
勝
❸

準
々
決
勝
❹

ポ
イ
ン
ト
が
入
っ
た
時
点
で
勝
敗
を
決
す

る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
（
G
S
）
方
式
で

実
施
さ
れ
た
。
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

準
決
勝
❶

梅
木
真
美　

 

○
送
襟
絞 　

池
田　

紅

　

初
出
場
な
が
ら
巧
み
な
体
捌さ
ば

き
で
相
手
を
翻
弄
し
、
準
決

勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
池
田
に
対
し
、
梅
木
は
序
盤
戦

か
ら
深
い
釣
り
手
で
池
田
を
逃
さ
ず
、
圧
を
か
け
る
。
思
い

通
り
に
試
合
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
池
田
は
指
導
２

を
受
け
る
。
延
長
戦
２
分
３
秒
、
梅
木
が
小
外
掛
で
崩
し
、

送
襟
絞
を
極き

め
る
と
池
田
が
「
参
っ
た
」。
78
㌔
級
同
士
の

対
決
は
、
終
始
優
勢
に
試
合
を
進
め
た
ベ
テ
ラ
ン
の
梅
木
が

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
池
田
を
圧
倒
し
た
。

児
玉
ひ
か
る　
　
　

内
股　
　

泉　

真
生

　

中
盤
戦
、
児
玉
が
大
内
刈
で
泉
を
崩
し
有
効
と
な
る
。
す

か
さ
ず
覆
い
被か
ぶ

さ
る
よ
う
に
送
襟
絞
に
入
ろ
う
と
す
る
が
、

泉
が
回
避
し
有
効
が
取
り
消
し
と
な
る
。
児
玉
は
そ
の
後
も

積
極
的
に
大
内
刈
で
崩
し
に
か
か
る
が
、
泉
は
二
つ
目
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
も
必
死
に
耐
え
る
。
肩
で
息
を
す
る
ほ
ど

体
力
を
消
耗
し
て
も
な
お
、
懸
命
に
技
を
仕
掛
け
続
け
た
児

玉
は
延
長
戦
３
分
53
秒
、
渾
身
の
内
股
を
放
つ
と
こ
れ
が
有

効
と
な
る
。
児
玉
の
意
地
が
泉
を
ね
じ
伏
せ
た
。

小外掛で池田を崩す梅木（上）小外掛で池田を崩す梅木（上）

力を振り絞った児玉（奥）の内股力を振り絞った児玉（奥）の内股

準
決
勝
❷

　

今
大
会
で
も
、
体
重
無
差
別
試
合
挑
ん
だ

軽
量
級
、
中
軽
量
級
の
選
手
た
ち
が
い
た
。

　

今
大
会
の
最
軽
量
は
57
㌔
の
佐さ

藤と
う

真ま

佑ゆ

（
東
北
・
仙
台
大
O
G
会
）。
１
回
戦
で
梅

木
と
対
戦
し
、
試
合
開
始
直
後
か
ら
積
極
的

に
攻
め
入
る
が
、
梅
木
が
体
落
か
ら
前
袈
裟

固
を
極
め
て
合
わ
せ
技
一
本
と
な
り
、
涙
を

呑の

ん
だ
。

　

63
㌔
の
木き

村む
ら

優ゆ
う

花か

（
四
国
・
生
光
学
園
高

校
）
は
17
歳
の
高
校
３
年
生
で
、
今
大
会
の

最
年
少
出
場
。
四
国
大
会
を
制
し
た
木
村
は

２
回
戦
で
梅
木
と
相あ
い

見ま
み

え
る
。
果
敢
に
内
股

を
狙
う
が
、
梅
木
の
横
四
方
固
が
決
ま
り
、

敗
退
し
た
。

　

63
㌔
の
能の
う

智ち

亜あ

衣い

美み

（
関
東
・
帝
京
平
成

大
教
）
は
今
大
会
で
６
回
目
の
出
場
。
１
回

戦
で
95
㌔
の
山や
ま

口ぐ
ち

ひ
か
る
（
東
海
・
帝
京

大
）
を
指
導
３
で
下
す
と
、
２
回
戦
で
泉
と

対
戦
。
お
よ
そ
10
㌢
身
長
が
高
い
泉
を
相
手

に
延
長
戦
ま
で
戦
い
抜
く
が
、
指
導
３
を
累

積
し
、
反
則
負
け
で
惜
敗
し
た
。

　

体
格
が
上
回
る
相
手
に
勇
敢
に
挑
む
選

手
の
姿
に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ

た
。

■
「
無
差
別
」
に
挑
ん
だ
軽
量
級
・
中
軽
量

　
級
の
選
手
た
ち
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決
勝

梅
木
真
美　

○
横
四
方
固　

児
玉
ひ
か
る

　

準
決
勝
の
疲
労
が
残
る
児
玉
は
、
序
盤
か
ら
攻
勢
に
出
る
。
試
合
開
始
か
ら
わ

ず
か
30
秒
で
梅
木
の
両
襟
を
摑
み
、
内
股
を
か
け
る
。
こ
れ
が
有
効
と
な
り
、
児
玉

が
一
気
に
試
合
の
流
れ
を
摑
む
展
開
に
。
勢
い
に
乗
り
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
る
児

玉
に
対
し
、
相
四
つ
で
し
っ
か
り
と
組
み
、
投
げ
合
い
に
応
じ
る
梅
木
。
梅
木
の
抱

き
込
む
よ
う
な
組
手
が
児
玉
の
体
力
を
着
実
に
奪
い
、
受
け
に
回
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
児
玉
に
指
導
が
二
つ
入
る
。
試
合
時
間
残
り
１
分
、
崩
れ
た
児
玉
の
左
腕
を

梅
木
が
捉
え
、
横
四
方
固
で
一
本
勝
ち
。
大
逆
転
で
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　児玉（手前）の内股が有効となる　児玉（手前）の内股が有効となる

　梅木（上）が横四方固を仕掛ける　梅木（上）が横四方固を仕掛ける
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○
準
優
勝
＝
児
玉
ひ
か
る

�

（
S
B
C
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

「
日
本
一
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
い

で
す
。
決
勝
は
、
序
盤
に
有
効
を
先
取
し

て
自
分
の
ペ
ー
ス
を
作
れ
た
感
触
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
梅
木
選
手
の
盛

り
返
し
に
圧
倒
さ
れ
て
、
思
い
通
り
の
組

手
が
取
れ
ず
に
攻
め
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
国
内
の
大
会
は
ま
だ
あ
る
の
で
、

そ
こ
で
の
優
勝
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
池
田
紅
（
東
海
大
学
）

「
今
回
初
出
場
で
、
か
つ
第
１
試
合
目
に

出
場
す
る
に
あ
た
っ
て
、
監
督
か
ら
『
第

１
試
合
目
が
そ
の
大
会
の
雰
囲
気
を
作

る
』
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
心
づ
も
り

で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
高
校
か
ら
練
習

し
て
い
た
寝
技
が
、
無
差
別
の
試
合
で
も

通
用
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
」

▽
第
３
位
＝
泉
真
生
（
コ
マ
ツ
）

「
準
決
勝
の
延
長
戦
の
時
点
で
は
体
力
的

に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
自
分

の
時
間
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

相
手
の
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
同
じ
所
属
の
冨
田
若
春
選
手
が
欠
場

と
い
う
こ
と
で
、
代
わ
り
に
自
分
が
皇
后

盃
を
取
る
つ
も
り
で
臨
み
ま
し
た
が
、
そ

う
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

選
抜
で
の
経
験
を
活
か
し
勝
利

◉
優
勝
＝
梅
木
真
美　

五
段（
A
L
S
O
K
）

み
ま
し
た
」

　

決
勝
で
は
、
先
に
相
手
に
ポ
イ
ン
ト
を

取
ら
れ
な
が
ら
も
、
一
本
を
取
り
返
し
逆

転
勝
利
を
収
め
た
。

「
児
玉
選
手
は
準
決
勝
で
か
な
り
キ
ツ
そ

う
な
試
合
を
し
て
い
た
の
で
、
決
勝
は
序

盤
か
ら
流
れ
を
摑
も
う
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
先
取
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
試
合
時
間
も
自
分

の
体
力
も
残
っ
て
い
た
の
で
、
焦
ら
ず
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
け
ば
取
り
返

せ
る
、
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
を
し
て
い

ま
し
た
」

　

今
回
の
優
勝
で
改
め
て
存
在
感
を
示
し

た
梅
木
選
手
。
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
語

っ
た
。

「
来
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、
厳
し
い
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
可

能
性
が
あ
る
限
り
最
後
ま
で
し
が
み
つ
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
世
界

で
戦
っ
て
い
け
る
よ
う
に
準
備
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

　

皇
后
盃
の
初
優
勝
に
つ
い
て
、
率
直
な

感
想
を
語
っ
た
。

「
素
直
に
嬉う
れ

し
い
で
す
し
、
最
近
金
メ
ダ

ル
を
取
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ

り
に
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
ら
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
会
社
の
方
々
や
両
親
、
出
稽
古
先
で

一
緒
に
稽
古
し
て
い
る
選
手
た
ち
に
感
謝

し
た
い
で
す
」

　

４
月
に
開
催
さ
れ
た
選
抜
体
重
別
選
手

権
で
は
３
位
の
成
績
を
収
め
た
。

「
優
勝
す
る
つ
も
り
で
臨
ん
だ
の
で
と
て

も
落
ち
込
み
ま
し
た
が
。
で
も
、
何
も
で

き
ず
に
負
け
た
訳
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
皇
后
盃

で
自
分
の
力
を
出
し
切
る
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
し
っ
か
り
調
整
し
て
臨

＜優勝者インタビュー＞＜優勝者インタビュー＞

優勝した梅木（手前）を観客席から称えるALSOKの応援団優勝した梅木（手前）を観客席から称えるALSOKの応援団山下泰裕大会会長から皇后盃を受け取る梅木（左）山下泰裕大会会長から皇后盃を受け取る梅木（左）
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心技体 人を育てる総合誌

優勝　　　　　　　

松
田
　
美
悠 

三
段 

（
北
信
越
・
富
山
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ス
柔
道
ク
ラ
ブ
） 

３

蓮
尾
　
沙
樹 

三
段 

（
関
東
・
北
関
東
綜
合
警
備
保
障
） 

３

長
谷
川
瑞
紀 

三
段 

（
近
畿
・Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

３

菅
原
　
歩
巴 

四
段 

（
東
北
・
久
慈
東
高
教
） 

９

瀨
川
　
麻
優 

五
段 

（
東
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

５

青
野
　
南
美 

三
段 

（
九
州
・
福
岡
県
警
察
） 

２

小
野
華
菜
恵 

三
段 

（
関
東
・
セ
ン
コ
ー
） 

３

牛
方
　
美
羽 

三
段 

（
四
国
・
生
光
学
園
高
２
年
） 

２

児
玉
ひ
か
る 

三
段 

（
東
京
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
） 

６

山
口
ひ
か
る 

二
段 

（
東
海
・
帝
京
大
１
年
） 

初

能
智
亜
衣
美 

四
段 

（
関
東
・
帝
京
平
成
大
教
） 

６

泉
　
　
真
生 

四
段 

（
東
京
・
コ
マ
ツ
） 

７

熊
木
　
悠
花 

三
段 

（
北
海
道
・
札
幌
柔
道
連
盟
ク
ラ
ブ
） 

初

新
井
　
万
央 

三
段 

（
東
京
・
日
本
体
育
大
２
年
） 

２

吉
峰
芙
母
絵 

三
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
察
） 

３

杉
村
美
寿
希 

三
段 

（
東
京
・
東
海
大
２
年
） 

初

衣
笠
裕
美
子 

二
段 

（
中
国
・
環
太
平
洋
大
４
年
） 

初

橋
本
　
朱
未 

四
段 

（
推
薦
・
吉
川
工
業
） 

５

佐
藤
　
真
佑 

四
段 

（
東
北
・
仙
台
大
Ｏ
Ｇ
会
） 

２

梅
木
　
真
美 

五
段 

（
東
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

５

木
村
　
優
花 

三
段 

（
四
国
・
生
光
学
園
高
３
年
） 

初

田
中
　
伶
奈 

三
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
察
） 

２

髙
橋
　
瑠
璃 

四
段 

（
関
東
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
） 

４

宇
野
友
紀
子 
三
段 

（
東
京
・Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

初

松
本
　
り
づ 
三
段 

（
近
畿
・
龍
谷
大
４
年
） 

初

梅
津
　
志
悠 
四
段 
（
九
州
・Ｊ
Ｒ
九
州
） 

６

朝
比
奈
沙
羅 

五
段 
（
関
東
・
ビ
ッ
ク
ツ
リ
ー
） 

８

池
田
　
　
紅 

三
段 

（
東
京
・
東
海
大
３
年
） 

初

橋
高
　
朱
里 

四
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
短
大
教
） 

７

椋
木
　
美
希 

三
段 

（
中
国
・
環
太
平
洋
大
２
年
） 

２

佐
藤
　
　
果 

三
段 

（
関
東
・
セ
ン
コ
ー
） 

３

稲
森
　
奈
見 

四
段 

（
近
畿
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） 

９

米
川
　
明
穂 

三
段 

（
関
東
・
筑
波
大
４
年
） 

３

渡
邉
　
天
海 

三
段 

（
北
海
道
・
早
稲
田
大
１
年
） 

３

澤
崎
　
莉
子 

三
段 

（
東
海
・
愛
知
県
警
察
） 

初

冨
田
　
若
春 

五
段 

（
推
薦
・
コ
マ
ツ
） 

６

梅木　真美 =一本、　=技有、　=有効

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック Ｄブロック

第38回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

◯
反
則
負
け

◯
横
四
方
固

◯
不
戦
勝
ち

◯
崩
上
四
方
固

◯
崩
上
四
方
固

　大
外
落

◯
腕
挫
十
字
固

◯
横
四
方
固◯

送
襟
絞

　内
股

◯
反
則
負
け ◯

反
則
負
け

　隅
落

◯
払
巻
込

◯
反
則
負
け

◯
体
落
＋
崩
袈
裟
固

◯
内
股
返

◯
横
四
方
固

◯
崩
上
四
方
固 　出

足
払

◯
小
外
掛

◯
横
四
方
固

　大
内
刈

◯
反
則
負
け

◯
内
股
＋
横
四
方
固

◯
反
則
負
け

◯
隅
落
＋
縦
四
方
固

　大
内
返

◯
反
則
負
け

　小
内
刈

◯
反
則
負
け

◯
払
巻
込

◯
小
外
刈

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

表彰式で整列するベスト８までの入賞者表彰式で整列するベスト８までの入賞者
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本間道場Ａが５連覇本間道場Ａが５連覇
　

第
67
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
が
４
月

23
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

４
部
門
に
計
205
チ
ー
ム
986
名
が
出
場
し
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

一
般
の
部
は
、
本
間
道
場
Ａ
（
神
奈
川
）

が
５
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

女
子
の
部
は
、
北
海
道
選
抜
（
北
海
道
）

が
３
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

防
衛
省
第
１
部
（
陸
上
指
定
部
隊
）
は
、

普
通
科
教
導
連
隊
（
静
岡
）
が
２
連
覇
。
防

衛
省
第
２
部
（
１
部
以
外
の
陸
上
・
海
・
空
）

は
朝
霞
駐
屯
地
Ｂ
（
埼
玉
）
が
初
優
勝
を
手

に
し
た
。

一般の部優勝＝本間道場Ａ（神奈川）

一般の部決勝・先鋒戦＝本間Ａ・野原（右）が鮮やかな上胴を決める

第 67回全日本銃剣道優勝大会

一般一般
の部の部
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■
一
般
の
部

　

昨
年
の
28
チ
ー
ム
を
上
回
る
48
チ
ー
ム

が
出
場
。
試
合
は
１
チ
ー
ム
３
人
制
で
行

わ
れ
、
実
業
団
や
大
学
・
高
校
、
町
道
場
、

ク
ラ
ブ
、
県
選
抜
と
多
彩
な
チ
ー
ム
が
優

勝
を
目
指
し
て
鎬
し
の
ぎ
を
削
っ
た
。

　

準
決
勝
に
は
山
口
県
選
抜
Ａ
、
防
衛
大

学
校
Ａ
（
神
奈
川
）、
元
気
道
場
Ｂ
（
新

潟
）、
前
回
優
勝
の
本
間
道
場
Ａ
（
神
奈

川
）
が
進
出
。
準
決
勝
第
１
試
合
は
、
防

大
Ａ
が
山
口
県
に
３
―
０
で
快
勝
。
第
２

試
合
は
、
本
間
Ａ
の
先せ
ん

鋒ぽ
う

、
中
堅
が
連
勝

し
、
元
気
Ｂ
を
２
―
１
で
破
っ
て
決
勝
へ

進
出
し
た
。

▽
決
勝

本
間
Ａ　
　
　

２
―
１　
　

防
大
Ａ

野
原　

崇　

上
ノ
―　
　
　

内
山
康
平

野
田
峻
祐　

上
上
―　
　
　

村
越
洸
太

鈴
木
崇
之　
　
　

―
判　
　

北
出
滉
弥

　

先
鋒
戦
、
本
間
Ａ
・
野
原
が
開
始
早
々

に
上
胴
を
決
め
る
と
、
た
て
続
け
に
ノ
ド

を
決
め
て
防
大
Ａ
・
内
山
を
圧
倒
。
中
堅

戦
、防
大
Ａ
・
村
越
が
果
敢
に
攻
め
る
が
、

本
間
Ａ
・
野
田
の
的
確
な
上
胴
が
連
続
で

決
ま
り
２
本
勝
ち
。
こ
の
時
点
で
本
間
Ａ

が
優
勝
を
決
め
た
。
大
将
戦
は
互
い
に
譲

ら
ず
時
間
終
了
と
な
り
、
防
大
Ａ
・
北
出

に
旗
３
本
揃そ
ろ

い
判
定
勝
ち
を
収
め
た
。

　

本
間
Ａ
が
２
―
１
で
防
大
Ａ
を
破
り
、

第
61
回
大
会
の
神
奈
川
県
選
抜
で
の
優
勝

か
ら
５
連
覇
を
達
成
し
た
。

□
優
勝
＝
本
間
Ａ
・
安
西
直
毅
監
督

「
選
手
は
ケ
ガ
が
あ
っ
た
り
、
道
場
が
使

え
ず
稽
古
が
で
き
な
い
日
が
あ
っ
た
り

と
、
決
し
て
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
み
ん
な
小
さ
い
頃
か
ら
や

っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う
時
に
そ
の
力

が
発
揮
さ
れ
る
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
彼
ら
自
身
が
自
覚
し
て
、
高
い
意
識

を
持
っ
て
集
中
で
き
て
い
ま
し
た
。
今
日

の
優
勝
は
選
手
た
ち
に
感
謝
で
す
」

■
女
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
３
人
制
。
28
チ
ー
ム
が
出
場

し
た
。
準
決
勝
は
、
静
岡
県
選
抜
が
京
都

府
選
抜
に
２
―
１
、
北
海
道
選
抜
が
愛
知

県
選
抜
Ａ
に
３
―
０
で
そ
れ
ぞ
れ
勝
利

し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

▽
決
勝

北
海
道　
　
　

２
―
１　
　

静
岡
県

斎
藤
彩
花　
　

判
―　
　
　

森
川
有
紀
子

大
野
裕
美　
　

下
―　
　
　

山
中
奈
津
希

田
口　

梢　
　
　

―
上
上　

今
澤
美
紗
貴

　

先
鋒
戦
、
両
者
果
敢
に
技
を
繰
り
出
す

が
決
め
手
を
欠
き
、
旗
判
定
で
北
海
道
・

斎
藤
が
勝
利
。
中
堅
戦
、
北
海
道
・
大
野

が
、
静
岡
・
山
中
の
攻
撃
を
捌さ
ば

き
な
が
ら

鋭
い
突
き
で
攻
め
、
中
盤
に
下
胴
を
決
め

て
１
本
勝
ち
。
北
海
道
が
連
勝
で
優
勝
を

決
め
た
。
大
将
戦
は
、
静
岡
・
今
澤
が
鮮

や
か
な
上
胴
を
２
本
連
続
で
決
め
て
一
矢

報
い
た
。

□
優
勝
＝
北
海
道
大
将
・
大
野
裕
美
選
手

「
昨
年
は
北
海
道
か
ら
選
手
を
選
抜
し
て

の
出
場
で
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
所

属
の
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
こ
と
に
し
て
、

私
は
団
体
を
組
め
な
い
選
手
た
ち
と
の
チ

ー
ム
で
し
た
。
北
海
道
勢
の
ど
こ
か
が
優

勝
で
き
れ
ば
と
、
み
ん
な
の
チ
ー
ム
を
応

援
し
て
い
ま
し
た
。
北
海
道
と
し
て
連
覇

で
き
た
こ
と
は
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
子
の
部
は
年
々
チ
ー
ム
数
が
増
え
、

技
術
も
上
が
っ
て
き
て
、
今
後
が
楽
し
み

で
す
。
女
子
銃
剣
道
の
盛
り
上
が
り
を
全

国
に
広
め
る
の
が
私
の
任
務
で
す
」

女子の部優勝＝北海道選抜（北海道）

女子の部決勝・中堅戦
＝北海道・大野（左）が
下胴で１本勝ち

心技体 人を育てる総合誌
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■
防
衛
省
第
１
部

　

１
チ
ー
ム
５
人
制
、
61
チ
ー
ム
が
出
場

し
た
。
準
決
勝
に
は
、
前
回
優
勝
の
普
通

科
教
導
連
隊
（
静
岡
）、
同
２
位
の
第
16

普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
が
順
当
に
勝
ち
上

が
っ
た
。
そ
の
他
、
第
61
回
大
会
優
勝
の

第
１
普
通
科
連
隊
（
東
京
）、
第
38
回
大

会
以
来
29
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す
第
１

空く
う

挺て
い

団
（
千
葉
）
が
進
出
し
た
。

　

準
決
勝
の
１
普
連
対
16
普
連
、
普
教
連

対
空
挺
団
は
い
ず
れ
も
大
将
戦
ま
で
も
つ

れ
る
互
角
の
戦
い
と
な
り
、
１
普
連
と
普

教
連
が
接
戦
を
制
し
て
決
勝
に
進
ん
だ
。

▽
決
勝

普
教
連　
　
　

４
―
１　
　

１
普
連

野
原　

認　
　
　

―
上　
　

蚊
口
武
丸

西
村
健
一　
　

判
―　
　
　

仁
尾
正
樹

西
村　

健　
　

下
―　
　
　

郷
右
近
光
里

小
林
継
人　
　

上
―　
　
　

土
屋
公
次
郎

佐
藤　

岳　

コ
上
―　
　
　

福
田
賢
二

　

先
鋒
戦
、
激
し
い
攻
め
合
い
が
続
く

中
、
１
普
連
・
蚊
口
が
終
盤
に
決
め
た
上

胴
で
１
本
勝
ち
し
、
１
普
連
が
先
行
す

る
。
次
鋒
戦
、
両
者
一
歩
も
譲
ら
ず
判
定

に
も
つ
れ
、
普
教
連
・
西
村
に
旗
３
本
揃

っ
て
勝
利
し
、
普
教
連
が
追
い
つ
く
。

　

中
堅
戦
、
普
教
連
・
西
村
が
鋭
い
上
胴

を
た
て
続
け
に
繰
り
出
し
、
１
普
連
・
郷

右
近
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、
西
村
が
素

早
く
詰
め
て
下
胴
を
決
め
た
。
西
村
が
こ

の
１
本
を
守
り
切
り
、
普
教
連
が
逆
転
。

　

副
将
戦
、
普
教
連
・
小
林
が
序
盤
に
、

近
間
か
ら
相
手
の
一
瞬
の
隙
を
突
い
て
上

胴
を
先
取
。
後
が
な
い
１
普
連
・
土
屋
だ

が
決
め
手
を
欠
き
、
そ
の
ま
ま
試
合
終
了

と
な
り
、
小
林
が
１
本
勝
ち
。
こ
の
時
点

で
普
教
連
が
連
覇
を
決
め
た
。
大
将
戦

は
、
普
教
連
・
佐
藤
が
コ
テ
、
上
胴
を
連

続
で
決
め
て
２
本
勝
ち
。

　

普
教
連
が
４
―
１
で
１
普
連
を
破
り
、

連
覇
を
達
成
し
た
。

□
優
勝
＝
普
教
連
大
将
・
佐
藤
岳
選
手

「
優
勝
を
目
指
し
て
い
た
頃
よ
り
、
優
勝

防衛省第 1部決勝・副将戦＝普教連・小林（左）の上胴

防
衛
省
第
１
部
決
勝
・
先
鋒
戦
＝
１

普
連
・
蚊
口
（
右
）
が
上
胴
で
先
制

防
衛
省
第
１
部
決
勝
・
次
鋒
戦
＝
普

教
連
・
西
村
（
左
）
の
鋭
い
突
き
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【
大
会
成
績
】

▼�

一
般
の
部
＝
①
本
間
道
場
Ａ
（
神

奈
川
）
②
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈

川
）
③
山
口
県
選
抜
Ａ
（
山
口
）、

元
気
道
場
Ｂ
（
新
潟
）

▼�

女
子
の
部
＝
①
北
海
道
選
抜
（
北

海
道
）
②
静
岡
県
選
抜
（
静
岡
）

③
京
都
府
選
抜
（
京
都
）、
愛
知

県
選
抜
Ａ
（
愛
知
）

▼�

防
衛
省
第
１
部
＝
①
普
通
科
教
導

連
隊
（
静
岡
）
②
第
１
普
通
科
連

隊
（
東
京
）
③
第
16
普
通
科
連
隊

（
長
崎
）、
第
１
空
挺
団
（
千
葉
）

▼�

防
衛
省
第
２
部
＝
①
朝
霞
駐
屯
地

Ｂ
（
埼
玉
）
②
松
山
駐
屯
地
（
愛

媛
）
③
富
士
駐
屯
地
（
静
岡
）、

（
空
）
長
沼
分
屯
基
地
（
北
海
道
）

後
の
こ
の
１
年
間
が
き
つ
く
て
、
毎
日
逃

げ
出
し
た
く
な
る
思
い
で
し
た
。
今
日
は

ギ
リ
ギ
リ
の
勝
負
の
連
続
。
昨
年
は
中
堅

で
し
た
が
今
年
は
大
将
と
し
て
、
俺
ま
で

回
せ
ば
絶
対
取
る
と
い
う
覚
悟
で
し
た
」

□
優
勝
＝
普
教
連
・
坂
元
誠
監
督

「
追
わ
れ
る
苦
し
い
立
場
の
中
で
選
手
が

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
試

合
が
続
き
ま
し
た
が
、
紙
一
重
で
勝
て
た

の
は
１
年
間
の
努
力
の
結
果
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
の
喜
び
の
涙
は
環
境
を

整
え
て
く
だ
さ
っ
た
連
隊
長
へ
の
恩
返
し

で
す
。
な
か
な
か
難
し
い
連
覇
を
経
験
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
満
足
で
す
」

■
防
衛
省
第
２
部

　

１
チ
ー
ム
５
人
制
、
68
チ
ー
ム
が
出

場
。前
回
優
勝
の
日
本
原
駐
屯
地（
岡
山
）

は
準
々
決
勝
で
朝
霞
駐
屯
地
Ｂ
（
埼
玉
）

に
２
―
３
で
敗
退
。
そ
の
朝
霞
Ｂ
と
松
山

駐
屯
地
（
愛
媛
）
が
決
勝
に
進
出
し
た
。

▽
決
勝

朝
霞
Ｂ　
　
　

３
―
２　
　

松
山

辛
嶋
貴
一　
　
　

―
上
上　

川
上
立
祥

森
部
耀
一　
　

判
―　
　
　

市
川
大
作

京
塚
太
志　
　

判
―　
　
　

白
石
尚
也

佐
々
木
明　

上
上
―　
　
　

田
中　

将

野
澤　

英　
　
　

―
上　
　

竹
村
和
剛

　

先
鋒
戦
、
松
山
・
川
上
が
開
始
の
合
図

と
同
時
に
鮮
や
か
に
上
胴
を
決
め
る
と
、

続
け
て
上
胴
を
奪
っ
て
２
本
勝
ち
し
、
松

山
が
幸
先
よ
い
ス
タ
ー
ト
。
対
す
る
朝
霞

Ｂ
は
、
次
鋒
の
森
部
、
中
堅
の
京
塚
が
と

も
に
判
定
勝
ち
と
接
戦
を
制
し
、
朝
霞
Ｂ

が
２
―
１
と
逆
転
す
る
。

　

副
将
戦
、
朝
霞
Ｂ
・
佐
々
木
が
松
山
・

田
中
の
猛
攻
を
捌
き
な
が
ら
、
上
胴
を
２

本
決
め
て
勝
利
し
、
朝
霞
Ｂ
が
優
勝
を
決

め
た
。
大
将
戦
は
松
山
・
竹
村
が
上
胴
の

１
本
勝
ち
で
意
地
を
見
せ
た
。

□
優
勝
＝
朝
霞
Ｂ
・
佐
藤
武
仁
監
督

「
全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
揃
う
こ

の
大
会
。
剣
を
交
え
る
こ
と
自
体
が
経
験

に
な
る
か
ら
、
自
信
を
持
っ
て
行
っ
て
こ

い
と
送
り
出
し
ま
し
た
。
期
待
に
応
え
て

く
れ
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
日
は

選
手
た
ち
を
褒
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
に
向
け
て
、
私
も
急
き
ゅ
う

遽き
ょ

の
ケ
ガ
で

今
回
出
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
次
は
選
手

と
し
て
出
場
し
た
い
で
す
ね
」

防衛省第１部優勝＝普通科教導連隊（静岡）

防衛省第 2部優勝＝朝霞駐屯地Ｂ（埼玉）

防衛省第 2部決勝・副将戦＝朝霞Ｂ・佐々木（左）の上胴



　

第
58
回
関
東
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

（
主
催
＝
東
京
都
少
年
剣
道
研
究
会
）
が

4
月
16
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
大
会
に
は
137
団
体
に
所
属
す
る
小
学

4
年
か
ら
中
学
1
年
の
少
年
少
女
剣
士
約

１
３
０
０
名
が
参
加
し
た
。

「
文
武
両
道
」
を
主
眼
と
し
た
本
大
会
で

は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
る
個
人
戦
の
ほ

か
、
書
道
、
絵
画
、
作
文
の
コ
ン
ク
ー
ル

「
作
品
道
場
」
も
行
わ
れ
た
。

　

年
度
始
め
に
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会

は
、
少
年
少
女
剣
士
が
相
互
の
連
帯
感
、

親
睦
を
深
め
つ
つ
、
よ
り
充
実
し
た
練
習

と
親
善
の
個
人
試
合
を
通
し
て
、
大
き
な

希
望
と
豊
か
な
心
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

　

入
場
行
進
で
は
、
関
東
在
住
の
少
年
少

女
剣
士
た
ち
が
、
所
属
団
体
名
を
記
し
た

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
堂
々
と
行
進
し

た
。

　

開
会
式
で
は
松
村
政
孝
大
会
会
長
が

「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
。
続
い
て
、
タ
レ
ン
ト
で
剣
道
五
段
の

深
沢
邦
之
さ
ん
（
T
a
k
e
２
）
が
「
皆

さ
ん
が
日
本
武
道
館
で
剣
道
が
で
き
る
の

は
、
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
方

や
、
保
護
者
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
今
日
一
日
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
来
賓
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

次
に
、「
ち
か
い
の
こ
と
ば
」
を
新
６

年
生
の
宇
佐
美
琥こ

珀は
く

選
手
（
東
京
・
榎
本

少
年
剣
友
会
）
と
岩
崎
耀よ
う

平へ
い

選
手
（
同
）、

「
感
謝
の
言
葉
」
を
新
中
学
1
年
生
の
花

島
慧け
い

胡こ

選
手（
千
葉
・
志
津
剣
道
同
好
会
）

と
早
野
榛は
る

夏か

選
手
（
同
）
が
述
べ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
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ニュース　関東小学生剣道錬成大会

第第
5858
回
関
東
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

回
関
東
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会少年少女剣士約 1,300 名が

　　　　　　　　文武両道の鍛錬に励む

来賓祝辞を述べる来賓祝辞を述べる
タレントのタレントの深沢邦之氏深沢邦之氏

開会式で主催者挨拶を述べる開会式で主催者挨拶を述べる
松村政孝大会会長松村政孝大会会長
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開
会
式
終
了
後
、
各
団
体
の
指
導
者
が

元
立
ち
と
な
り
、
掛
か
り
稽
古
を
行
っ

た
。
選
手
た
ち
は
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
、
元
立
ち
の
指
導
者
に
全
力
で
掛
か

っ
て
い
っ
た
。

　

続
い
て
、
元
立
ち
の
指
導
者
同
士
の
互

角
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
選
手
た
ち
は
面
を

外
し
、熱
心
に
見
取
り
稽
古
を
し
て
い
た
。

　

試
合
は
、
男
女
別
・
学
年
別
に
分
か
れ

た
個
人
戦
が
、
16
の
試
合
会
場
で
行
わ
れ

た
。
各
試
合
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
全

力
で
試
合
に
臨
み
、
気
合
い
に
満
ち
た
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
試
合
の
合
間
に
は
文
武
両
道
の

「
文
」
の
部
と
し
て
、
書
道
、
絵
、
作
文

の
「
作
品
道
場
」
が
行
わ
れ
た
。

　

書
道
の
部
は
、
日
本
武
道
館
の
一
室
に

会
場
が
設
け
ら
れ
、
選
手
た
ち
が
続
々
と

会
場
へ
足
を
運
び
、
竹し
な
い刀

を
筆
に
持
ち
替

え
、
剣
道
で
培
っ
た
集
中
力
で
作
品
を
仕

上
げ
て
い
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
大

会
は
終
了
し
た
。

一斉に面をつけて稽古に臨む

力の限り元立ちの指導者に掛かっていく稽古終了後の礼

大道場の日章旗の下、入場する選手たち
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ニュース　関東小学生剣道錬成大会

宇佐美 琥珀 
（東京・榎本少年剣友会）

　

コ
ロ
ナ
禍
も
４
年
目
に
入
り
、
マ
ス
ク

着
用
の
緩
和
な
ど
、
日
常
を
取
り
戻
せ
る

明
る
い
き
ざ
し
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
４
年
で
「
当
た
り
前
の

日
々
」「
当
た
り
前
に
剣
道
が
で
き
る
こ

と
」
が
ど
れ
だ
け
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の

か
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
一
緒

に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
、
い
つ
も
応
援
し

て
く
だ
さ
る
家
族
、
そ
し
て
大
会
の
準
備

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
正
々
堂
々
戦
い
抜
く
こ
と

を
ち
か
い
ま
す
。

■
感
謝
の
言
葉
（
抜
粋
）

　

稽
古
に
励
み
、勝
つ
こ
と
だ
け
で
な
く
、

毎
日
の
生
活
や
剣
道
に
取
り
組
む
気
持
ち

を
先
生
方
に
教
わ
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
時
で
も
根
気
強
く
見
守
り
、
熱

い
ご
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
本
武
道
館
で
、
伝
統
あ
る
関
東

小
学
生
剣
道
錬
成
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
剣
道
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
こ
と

を
忘
れ
ず
、
強
い
心
と
体
で
、
日
本
一
立

派
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

各試合場では熱戦が繰り広げられ、多くの素晴らしい技が見られた

■
ち
か
い
の
こ
と
ば
（
抜
粋
）岩崎 耀平 

（東京・榎本少年剣友会）

花島 慧胡 
（千葉・志津剣道同好会）

早野 榛夏 
（千葉・志津剣道同好会）
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毛筆で新年度の抱負を書き上げる選手たち

【
大
会
結
果
】

■
剣
道
試
合
（
中
学
１
年
）
＝
優
勝
の
み

▽
男
子　

池
田
瑞
希
（
萌
木
剣
道
教

室
）、野
口
哲
平
（
瀬
谷
区
剣
道
連
盟
）、

箕
輪
隼
（
江
戸
川
報
徳
会
）、
船
倉
想

太
（
船
堀
剣
心
会
）

▽
女
子　

久
我
愛
菜
（
習
志
野
武
道

館
）、佐
多
賀
優
心（
昭
島
中
央
剣
友
会
）

■
作
品
道
場

◇
書
道
の
部
入
賞

▽
中
学
１
年　

笠
原
英
佑
（
南
六
郷
少

年
剣
道
部
）、
遠
藤
光
（
オ
ー
ル
大
久

保
剣
道
部
）、
花
島
慧
胡
（
志
津
剣
道

同
好
会
）、菊
井
琉
風
（
内
田
剣
友
会
）、

藤
岡
和
樹
（
凌
雲
館
緑
剣
道
場
）、
古

谷
梨
夏
（
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー

武
道
学
園
）、
久
保
田
蓮
音
（
白
岡
市

剣
道
連
盟
）、
串
田
航
平
（
鶴
見
北
辰

館
三
浦
道
場
）、
岩
下
康
太
（
志
津
剣

道
同
好
会
）、
岡
尾
和
恭
（
雄
武
剣
友

会
）、
岩
元
凛
音
（
片
山
剣
友
会
）

▽
小
学
６
年　

藤
澤
誠
人
（
袖
ヶ
浦
剣

道
同
好
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
高
橋

ひ
な
た
（
白
岡
市
剣
道
連
盟
）、
吉
川

水
柚
香
（
白
岡
市
剣
道
連
盟
）、
橋
本

純
玲
（
新
小
岩
剣
友
会
）

▽
小
学
５
年　

稲
村
こ
う
（
鴨
川
警
察

署
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
高
橋
蒼

汰
（
片
瀬
剣
友
会
）、四
ツ
谷
茅
咲
（
市

川
中
央
剣
正
会
）、
藤
岡
杏
妃
（
凌
雲

館
緑
剣
道
場
）

▽
小
学
４
年　

嶌
津
奈
子
（
袖
ヶ
浦
剣

道
同
好
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◇
絵
の
部
入
賞

▽
小
学
６
年　

藤
井
音
色
（
藤
沢
市
剣

道
連
盟
）、
栗
原
大
（
養
浩
館
道
場
）、

星
和
奏
（
塙
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、

中
溝
嶺
（
緑
ヶ
丘
剣
友
会
）

▽
小
学
５
年　

四
ツ
谷
茅
咲
（
市
川
中

央
剣
正
会
）

◇
作
文
の
部
入
賞

▽
中
学
１
年　

歌
丸
憲
人
（
印
南
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
甲
斐
萌
愛
（
印

南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
小
学
６
年　

市
川
結
香
（
緑
ヶ
丘
剣

友
会
）、
本
澤
由
羽
（
国
分
剣
友
会
）

▽
小
学
５
年　

竹
内
結
輝
（
凌
雲
館
）

万歳三唱で大会は締めくくられた
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ニュース　第 60回少林寺拳法関東学生大会

第第
6060
回
少
林
寺
拳
法
関
東
学
生
大
会

回
少
林
寺
拳
法
関
東
学
生
大
会

生き生きと修練の成果を発揮生き生きと修練の成果を発揮

　

第
60
回
少
林
寺
拳
法
関
東
学
生
大
会
が

５
月
４
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
関
東
の
大
学
43
校
か
ら
約
500
名
の
拳

士
が
参
加
し
、
演
武
や
立
合
評
価
法
（
防

具
を
つ
け
て
の
競
技
）
で
技
を
競
い
合
っ

た
。

　

大
会
は
午
前
９
時
30
分
に
始
ま
り
、
開

会
式
、
予
選
を
行
い
本
選
と
続
い
た
。
予

選
は
７
部
門
で
実
施
さ
れ
、
本
選
は
全
21

部
門
で
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
立
合
評
価
法

は
、
女
子
が
軽
・
中
量
級
の
２
階
級
、
男

子
が
軽
・
中
・
重
量
級
の
３
階
級
に
分
か

れ
て
実
施
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
関
東
学
生
少
林
寺
拳
法

連
盟
の
谷
龍
一
委
員
長
が
開
会
宣
言
を

し
、
続
い
て
、
同
連
盟
の
三
浦
信
行
会
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
そ
の
後
、
少
林
寺
拳
法

連
盟
の
宗
昂
馬
会
長
が
学
生
拳
士
に
激
励

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

本
選
で
は
、
学
生
拳
士
た
ち
の
気
迫
溢あ
ふ

れ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
、
日
頃
の
研け
ん

鑽さ
ん

の

成
果
が
発
揮
さ
れ
た
。

　

演
武
本
選
終
了
後
は
、
立
合
評
価
法
が

行
わ
れ
た
。
拳
士
た
ち
は
防
具
を
付
け
、

素
早
い
突
き
・
蹴
り
の
応
酬
で
競
い
合
っ

た
。

　

本
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
芽
生
え
」。
11

今大会が初となる交流会今大会が初となる交流会

総合優勝に輝いた日本体育大学総合優勝に輝いた日本体育大学

月
に
行
わ
れ
る
第
57
回
少
林
寺
拳
法
全
日

本
学
生
大
会
の
テ
ー
マ
「
出で

逢あ

い
」
に
基

づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
他
大
学
と
の
交
流
が

減
っ
た
た
め
、
本
大
会
を
新
た
な
出
逢
い

の
場
の
始
ま
り
と
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
選
と
立
合
評
価
法
の
後
は
、
こ
の
大

会
で
初
の
試
み
と
な
る
交
流
会
が
行
わ
れ

た
。
他
大
学
の
拳
士
と
ペ
ア
を
組
み
、
基

本
法
系
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
大
道
場

に
は
拳
士
た
ち
の
掛
け
声
が
響
き
、
交
流

を
深
め
た
。

　

す
べ
て
の
競
技
が
終
了
し
、
閉
会
式
で

は
各
種
目
の
優
勝
者
が
表
彰
さ
れ
た
。
総

合
優
勝
に
は
、日
本
体
育
大
学
が
輝
い
た
。
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【
大
会
結
果
】
※
演
武
優
勝
者
の
み

▽
男
子
三
段
以
上
＝
神
嵜
真
季
・
鈴
木
出
海
（
明

治
大
）

▽
女
子
三
段
以
上
＝
片
庭
来
美
・
中
野
な
つ
み

（
明
治
大
）

▽
男
女
二
段
以
上
＝
小
田
翔
・
田
中
夢
真
（
明

治
大
）

▽
男
子
二
段
＝
門
脇
功
和
・
中
泉
蓮
（
日
本
体

育
大
）

▽
女
子
二
段
＝
荏
原
碧
・
後
藤
美
羽
（
青
山
学

院
大
）

▽
男
子
初
段
＝
越
智
健
正
・
杉
村
大
志
（
学
習

院
大
）

▽
女
子
初
段
＝
関
音
葉
・
橋
本
あ
か
り
（
早
稲

田
大
）

▽
男
女
初
段
＝
赤
﨑
隼
人
・
八
本
萌
々
子
（
日

本
体
育
大
）

▽
男
子
茶
帯
＝
秋
山
晃
紀
・
小
杉
海
斗
（
慶
應

義
塾
大
）

▽
女
子
茶
帯
＝
阿
部
虹
花
・
田
中
千
花
（
日
本

女
子
体
育
大
）

▽
男
女
茶
帯
＝
須
賀
智
之
・
渡
辺
未
来（
埼
玉
大
）

▽
男
子
白
帯
緑
帯
＝
入
澤
健
太
・
結
城
祥
平
（
立

教
大
）

▽
女
子
白
帯
緑
帯
＝
高
木
瑞
季
・
袋
華
純
（
学

習
院
大
）

▽
男
女
白
帯
緑
帯
＝
河
上
紗
歌
・
三
浦
大
知
（
明

治
大
）

▽
男
子
単
独
有
段
＝
城
澤
大
河
（
明
治
大
）

▽
女
子
単
独
有
段
＝
小
川
璃
子
（
青
山
学
院
大
）

▽
単
独
茶
帯
＝
小
川
泰
平
（
早
稲
田
大
）

▽
単
独
白
帯
緑
帯
＝
小
細
大
貴
（
日
本
大
）

▽
三
人
掛
け
＝
天
野
正
輝
・
川
﨑
空
人
・
那
須

心
星
（
日
本
体
育
大
）

▽
団
体
＝
日
本
体
育
大

▽
女
子
団
体
＝
日
本
体
育
大

女子団体の部女子団体の部 三人掛けの部三人掛けの部

団体の部団体の部 男女二段以上の部男女二段以上の部

立合評価法男子重量級立合評価法男子重量級 審判団長諸注意を真剣に聞く学生拳士たち審判団長諸注意を真剣に聞く学生拳士たち
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